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創立 40周年に寄せて

創立者 西山健太郎

山崎剣創立 40周年記念大会おめでとうございます。
ひとくちに四十年と言いますが、歳月の重みを考えますと、ずしりと旨

に響くものがあります。これは単純な時間の長さだけでなく、多く人々か

ら寄せられた心の重さがこめられているからです。歴代会長の努力をはじ

め、それを支えた指導の先生方の熱意、父母役員のご協力、さらには会員

の皆さんの剣道愛と向上心というものが具体的な結実の姿として表れてい

るからです。

山崎剣発足の当初は「山崎少年剣友会」と名乗っておりましたが、小学生会員中心の運営だったか

らでした。その後、、協力して下さる指導の先生方が増え、会員も中学生、高校生と成長し、充実し

てきましたので、「山崎剣友会」と発展的に会名を変えました。そして、二十周年の頃には、近隣の

剣友会をお招きして祝賀大会を催すほどになりました。また、盛況を反映して、毎年のように相原の

農協学園などで夏季合宿を行い、季節に応じた「おしるこ会」などもして親睦を図り、英気を養いま

した。

このように四十年間には充実した楽しい思い出が多々ありましたが、最近は少子化という社会現象

の影響によって、少年会員の加入が少なくなってきたのは残念なことです。しかし、毎回の稽古日に

は幼いながらも大人相手にみっちり稽古に励む健気な姿がみられ、頼もしい限りです。

どうぞ先輩の築いた伝統を引き継ぎ、礼に始まり礼に終わる剣道精神を身につけ、実践して、次な

る五十周年行事を迎える力強い足取り始めて下さい。諸君の健闘を祈ります。

「 山崎剣友会創立 20周年記念剣道大会 参加団体」

剣正会・つくし野剣道育成会・原町田剣友会・緑ヶ丘剣道クラブ・玉川少

年剣道育成会

《平成 8年 6月 9日（日）忠生第七小学校体育館》

西山先生の米寿お祝いに会員全

員のメッセージ入り色紙をプレゼン

トしました。



☆☆☆☆山崎少年剣友会から山崎剣友会の 40年の歩み☆☆☆☆

第五代会長 菅野和治

☆山崎少年剣友会の始まり
山崎少年剣友会の始まりは、東京都郊外の町田市山崎町マンモス団地

の第七小学校体育館（現七国山小学校）の日曜日の朝から・・・・・小

学生の元気のある大きな気合い竹刀の素振りから第一歩をあゆみ出しま

した。それには、１９７６年第七小学校に教頭先生として赴任された西

山健太郎先生により少年剣友会として発足しました。その時代は山崎団

地周辺には小学校が３校、中学校２校と多くの小中学生が校庭をところ

狭しと、走り回っていました。

そのような、地域の環境の中で、少年剣友会も小中で４０人程度の練

習生でにぎやかに元気よく稽古に励んでいました。会の行事も年２回の内部の学年別大会、高点試合、

夏休みは一泊で合宿、日本武道館の練成大会への参加など、忙しく子供達と行動を共にしていました。

夏合宿ではバス一台を貸切り山梨県で八王子の昭武館道場と合同合宿、湯河原の道場付温泉旅館で、

小田原では酒匂川支流でマスのつかみ取り、海老名のお寺さんの道場合宿等々・・・・・当時は行動

範囲が広かったことを思い浮かべ、私も３０代の一番厳しく指導していた時期でもありました。日本

武道館の帰りには、当時の指導者古門裕康先生の引率で警視庁交通管制センターを見学したときは、

子供たちが施設の迫力に目を輝かせ興奮していた様子が思い浮かばれます。

その当時から、西山先生の方針で稽古だけを教えるのでなくこの会を通じて子供達にいろいろな体

験をして育ってほしいと言う願いで【稽古７、体験学習３】が現在にも引き継がれています。田
植え体験もその流れです・・・・このように、子供たち中心の活動時代でした。

１９８５年ごろになり、今まで静かに見守って頂いていた父母の方が実は中学時代、高校時代に剣

道をしていました。 子供と一緒に自分も初めてみたいと、大人の入会希望者もあり、成人の会員も

少しずつ増え、盛会の少年剣友会でした。 その時期は稽古終了後、先生方と父母の方々でお茶を飲

みながら稽古の反省会をする時間を毎回設けていました。その中で一般の会員も増え、多少子供たち

の会員も減りつつあり、会の運営にも父母会でだけでなく指導者も参加した会に変えていく方向で検

討を行いました。その結果として、（市の剣道連盟の対応他） 少年剣友会から少年の文字を削除し

現在の山崎剣友会に改名したのが１９８５年頃 だと記憶しております。

２００３年に忠生五小、第六小、七小が統合され練習場が現在の山崎中学校に移り現在に至ってお

ります。 ２０００年の初めからは、町田の大地沢にある農協中央学園で夏合

宿を行い、朝の体操・散歩、午前午後の二回の稽古、夜は食事後の勉強会と

強行スケジュールで剣道漬けの一泊でした、勉強会では、防具、稽古衣の着

装、たたみ方、竹刀の手入れ等各々の指導者が得意分野を担当し 手を

取りながら教えていました。子供達は眠い目をしながらも一生懸命着装等勉

強していました。現在は数少ない会員で合宿を行うのは難しいですが、初心

者が多い今勉強会を計画する必要があると思われます。このようにして、４

０年の経過を経て現在の剣友会に至っています。

２０１５年１１月に剣友会４０周年の行事を行いましたが、記録をたどる

と１０周年、２０周年、３０周年と時代を築き今日４０年を迎え、すでに５

０周年に向け始動しておりますが、今日に至るには、その時代の指導者、父

母の方々の多大なるご協力 があればこそ子供たちが元気に剣道を続けられ、

４０年間事故もなく無事に会が存続できたことを改めて皆様に感謝し御礼を

申し上げます。



☆これからは私の話
私の話を少し・・・・・。私自身は中学生から剣道をはじめ高校、大学と剣道部で活動をして

５０数年がたち、 体育会一筋で剣道人生を今日にまで・・・・・。その中でも大学時代の経験

が今の自分があるのではないかと思っています。ご指導を頂いた高名な先生方、高校総体、国体等で

数々の大会で優勝の経歴を持つ同期、後輩達の一級品の剣道を目のあたりにし、自分はその人たちの

持つ天性の才能には到底太刀打ちできないと感じ、今後いかに剣道を続けるか思案し、毎日、日々稽

古を自分の身の丈にあった中で心技体の向上を目標とし、大変厳しい辛い稽古に励んだ 学生時代で

した、また専攻が工学部でしたのでそれなりに勉強もして留年なしで卒業できました。

【文武両道】

今はよき仲間たちに囲まれ生涯剣道をめざし子供たちのお世話になっています。【感謝】

☆５０周年に向けて！！！
今の剣友会の子供達の目標は、小学生は中学生になり、中学生は高校生になり 剣道部に入れるよ

う正しい基本を覚えてください。ただ現在は、剣道に限らずいろいろなことを選べて経験できますが、

山剣で経験した、寒い冬、稽古衣一枚で裸足の冷たさ、夏の暑い中、面を付けての 汗まみれの苦し

い稽古は強い自分を作っています自信を持ってください！！！

選手権保持者のお話ですが・・・・、小学生のとき試合に勝って家に帰り母親に報告したときの母

の顔は、今までに 見たことのない笑顔でした、その笑顔がまたみたく、今まで以上に人より多く稽

古に励んだことが今の自分があると話していただいたことがあります。 子供たちには、何よりも母

親の笑顔が一番の励みになるというお話しです。今後も元気に成長していく子供達と共に 50
周年に向け頑張っていきましょう！！！

【頑張れ山剣剣士たち剣豪と呼ばれるその日まで】



《山剣のこどもたちからのメッセージ》

小二 おのか えりこ
けんどうにはいって、とも

だちのがんばるすがたがとても

うれしくて、じぶんがじょうず

になるのもうれしくて、たのし

いです。これからも、けんどう

をがんばります。

小三 小野家 百合子
わたしは、けんどうを習って

から、ともだちふえたような気

がします。わたしは、けんどう

のおかげだと思います。これか

らもけんどうがんばります。

小三 岡沢 紀寿

友だちができて、うれ

しかった。

小三 佐々木 柊真
いつも楽しく頑張っていま

すが、ときどき声が小さいと

か、うでを上げろとかいろい

ろ注意されてしまいます。

けれど、剣道の友だちもでき

たので、楽しくて面白いです。

今度からは、注意されないよ

うにがんばります。

小四 小森 沙耶
山剣に入ってから楽し

いことがたくさんありま

した。すいかわりは、わ

れなかったけど、楽しか

ったし、みんなでお弁当

を食べたりして、楽しか

ったです。上達した時に

ほめられるのがうれしく

なります。思い出がたく

さんできました。

小五 三輪 優誠
毎日の剣道のおか

げで、少し強くなれて

学校でもあまりいじめ

られなくなりました。

長時間の剣道の稽古で

打ちのしかたをしっか

り覚えられました。長

時間やることでより強

くなれたと思います。

「山剣できついこと」

小五 石崎 慎悟

特に、日曜日、扇風機をかけない

でずっとやっているのはとても大変だ

った。休みもあるけれど、あまり休め

ない。この前の大会は、体が動かなか

ったので、今度の大会は頑張りたいと

思います。

小六 永井 誠十
僕が、山崎剣友会に入

って思ったことは、剣道

は意外にきつくなくて、

楽しく覚えられそうだし、

みんな優しそうだなあと

思いました。その後に、

防具をつけて初めての試

合で負けたりしましたが、

何とかやっていけました。

これも先生方のおかげで

す。

小六 若林 洸佑

剣道をやり始めて楽しいことは、練習もそうで

すが、いろいろなイベントがあることです。イベン

トがあるから、結構楽しいときもあります。



中一 石崎 達也
僕は剣道を始めて、三年ち

ょっとたちました。僕は初め

て試合に出た時のことです。

初めての試合はとても緊張し

ていましたが、延長戦末、勝

つことができました。自分の

方の旗が上がったときは、と

てもうれしかったです。

中一 安藤 優太
山剣に入って、まず先生方に稽古

をしてもらえたから今の自分があ

ると思います。稽古をすると何か

一つ自分のできる事が増えた気が

して、他の事で自分に自信が持て

るようになりました。稽古は、た

まにきついと思うことがあるけれ

ど、楽しいので続けたいです。

小六 小森 鉄士
僕は、この山崎剣友会に入って良いことや辛い

ことがあったけど、みんなでカラオケに行ったり、

弁当会があって楽しかった。素振りをした時、風

を切って出る音を出せるようにしたいと、目標を

立てたりしました。稽古は疲れるけれど、これか

らも頑張って続けます。

「一 勝」

小六 赤木 奨
自分が山崎剣友会に入って良かった

ことは中学生になって１級に受かっ

た事です。剣道が楽しく学校でも剣

道部で稽古しています。

一番心に残った行事はボーリング大

会です。１回もストライクが出なく

て難かしさが垣間見えましたが楽し

かったです。

剣道の大会では胴を打たれて負けた

のが今ではいい教訓になりました。

正直悔しくて「試合で１勝する」と

いうのが今後の自分の課題です。こ

れからもご指導よろしくお願いいた

します。

小六 栗原 悠人
山剣に入っていてよかったことは、かぜをひか

なくなったことです。いままでかぜをひいていた

のに、剣道をしたら、かぜをひかなくなりました。

なので、学校にも、あまりかぜをひかないで行け

るようになりました。

中三 橋場孝太
山崎剣友会40周年おめでと

うございます。記念の節目に

いられて嬉しく思います。

私が山崎剣友会に入った理由

は友達が武道をしていて自分も

興味があり丁度山崎剣友会から

の勧誘があり体験をして、楽し

くて自分もやってみようと思っ

たので山崎剣友会に入りまし

た。

今は部活や勉学などで忙しいで

すが、これからも山崎剣友会と

剣道の発展のためにより盛り上

げていきたいと思います。



２０１５年精勤賞表彰

（年間稽古日数 ７９日）
第１位 栗原悠人 ７３日出席（９２％）

第２位 三輪優誠 ７２日出席（９１％）

第３位 石崎慎悟 ６９日出席（８７％）



山崎剣友会との出会いから現在まで

副会長 清水敬造

三十歳を過ぎ、サラリーマンから教員に転職。町

田市立忠生中学校に赴任し、竹刀を握ったことのな

い私が剣道部顧問を任されることになりました。そ

の頃、私は山崎剣友会と出会います。町田市剣道連

盟大会に引率するうち、大会会場で、当時山崎剣友

会（以下、山剣）会長であった西山健太郎先生と顔

見知りになりました。西山先生は気軽に声をかけて

くださり、剣道部の生徒を山剣の稽古に誘ってくれ

ました。

そして、忠生中剣道部は初めて１９８７年１月の

山剣稽古始に参加しました。私は生徒約２０名を引

率して忠生七小（現七国山小）体育館に向かいまし

た。稽古後、生徒も私も緊張が続いてるなか、西山

先生はじめ保護者の方々がお汁粉会に誘ってくれま

した。和やかな雰囲気のなか、生徒たちは打ち解け、

喜んでいたことを鮮明に覚えてます。これが機会と

なって、剣道部は山剣稽古でお世話になったり、近

くに住む部員が山剣の稽古にも参加するようにもな

りました。数年後、山剣の会員が中学校入学後、剣

道部に入部したりと、山剣とのつながりは深まりま

した。

忠生七小近隣に住む私も西山先生に入会を勧めら

れ、現在に至ってます。忠生中学校から世田谷区、

多摩市、日野市の中学校へ異動してからは通勤時間

や仕事の関係で、山剣の稽古に出られる回数が減少

しました。しかし、夏休み中に実施された一泊二日

の合宿や時折参加する普段の稽古に、厳しさのなか

にも温かみのある山崎剣友会特有の雰囲気に心地よ

さを感じたものです。入会して約３０年になります

が、この心地よさは歳をとっても、変わらないと思

います。小学生会員だった前田陽平君が数年前に再

入会し、剣道の稽古に参加してます。前田君との再

会や前田君が稽古に励み四段に合格した喜びを共有

できるのは格別の感激です。

山剣は一時、小中学生や大人の会員が徐々に減り

始めました。しかし、栗原先生がホームページを開

設したこともあって、ここ数年、小中学生、大人の

会員も増加し、往年の活気が戻ってきてると感じて

ます。会員が増えるにつれ、中学生が小学生の、小

学生高学年が低学年のこどもの面倒を見る光景が見

られます。これほど、ほほえましいものはありませ

ん。小中学生がやる気を持って精進し、それぞれが

希望をもって自らの道を切り開いていくことを願っ

てます。

山崎剣友会への感謝

平成 27年度父母副会長 安藤 百合子

山崎剣友会 40 周年の記念すべき年は、あっとい
う間に過ぎてしまい、41年目の活動に入りまして、
はや 2か月が終わろうとしています。
息子優太が入会してから約 7年。振り返りますと、

これこそあっという間に過ぎ去ったように思いま

す。最初のうちはソワソワして「座って話を聞く・

ご挨拶」ですら、親としてはただただ、見ていて不

安で不安で仕方がなく、精神的には正直、参るお稽

古でした。そのような時、親は見守るべきが、ダメ

出しばかり・・・。

この子は、やはりダメなんだろうかと思っており

ます日々でした。しかし、お稽古中もさながら、稽

古の後、西山先生に毎回、「よく出来てきているか

ら、お母さんは、たくさん褒めてあげてください。」

とお言葉いただいていました。稽古後に息子自身が、

直接、西山先生はじめ、先生方にたくさん褒めてい

ただき、少しでも成長できたことと思います。本当

にありがたい、あたたかいご指導ありがとうござい

ます。

7年でも長いと思いますのに、40周年という節目
は、並大抵のものではないと思います。地道にご指

導いただきました先生方、会の運営を代々引き継い

で来られた、

父母会の皆様方あっての今と存じます。その年度の

運営に携われましたこと、厚く御礼申し上げます。

子どもたちにとって、礼儀作法や、目上の方との

接し方、後輩への声掛け等、剣友会で得たものは計

り知れないことと思います。

・こつこつと、努力を積み重ねる事の大切さ。

・周りでお世話になっている先生、家族への感謝の

気持ち、常に忘れずに、これからも末永く続けてく

れたらと思っております。

最後になりましたが、周年行事にて多岐に渡りご

指導いただきました、菅野先生はじめ、清水先生、

栗原先生、本当にありがとうございました。



山崎剣友会について

山剣事務局

栗原太郎

私が剣道を復活するきっ

かけとなったのは子供が剣

道に興味を持ち、見学した

いと言うことから始まりま

した。近くに剣道をやって

いる場所を探した所、山崎

剣友会にたどり着き、もともと学生時代まで剣道を

やっていた為、懐かしい気持ちで見学させてもらい

ました。

子供が入会することになり、見学していると一緒

にやりませんか？と声を掛けられ、久しぶりにやっ

てみるか～と思い、竹刀を握り始めた途端に昔を思

い出してきて剣道魂に火がつきました。菅野会長の

楽しく、長く剣道を続けるという考え方に賛同し、

正式に入会させて頂くことに決めました。私の小学

校時代と違い、子供達が伸び伸びと楽しく稽古して

いる姿を見て会長の人柄が表れているなと思いま

す。

現在指導者としてやらせて頂いていますが、子供

達には剣道を通して成長していってもらい、剣道を

やっていて良かったと思ってもらえるように努力し

ていきたいと思います。たとえ途中で剣道をやめて

しまったとしても、大人になってまた剣道を再開し

たくなった時に戻ってきて欲しいなと思いますし、

山崎剣友会は戻ってきた人を温かく迎え入れてくれ

るような場所でもあります。

剣道人口が少なくなりつつある中ではあります

が、山崎剣友会では剣道を通して健全な身体と勤勉、

自立と自律の精神を養い、少しでも楽しく、長く剣

道を続けるという子供に育って欲しいと願っていま

す。

山剣40周年

平成28年度副会長 瀬ノ口敏樹

西山先生、山崎剣友会を設立され４０年間に

亘るご指導、心より御礼申し上げます。私も山

剣に加入して１１年になりますが、先生の丁寧

で温かいご指導のおかげで続けることができて

おります。剣道人生４４年の中で一番充実した

１１年です。私も西山先生を見て、先生のよう

に生涯のスポーツとして取り組む決意が持てま

した。これからも長く健康でご指導ください。

「居合道演舞」 瀬ノ口俊樹六段

「空手道演舞」 瀬ノ口隼大四段



山剣 40周年
平成 28年度度副会長 石崎智子

ちょうど山崎剣友会に見学に伺ったのが、4 年前
の 1月か 2月頃でした。今から思えば、何故また一
番寒くて見学には悪条件の時期に子供たちを連れて

行ったのかと思います。体育館には、大きな掛け声

や竹刀の打ち合う音、床を激しく踏み込む足音が響

き渡っていて目の前に見る光景と音は、衝撃的に感

じたと思います。稽古を見ている眼差しは、くぎづ

けでした。次に見学に行くのも嫌がらず、目をキラ

キラ輝かせていました。

～無理やりに連れて行っていないので、怖くて涙目

でないはずです～

小 2、小 4 の春に入会して 4 年。子供たちの様子
を見て、優しく接して下さったり、時には厳しい言

葉をかけて頂けることは本当にありがたいことで

す。真剣に言ってもらえる、ありがたさを感じとっ

て欲しいです。

剣道で瞬発力や敏しょう性，持久力がついてきた

ように感じますが、まだまだ足腰の弱さが課題です。

なんと言っても、剣道の稽古はきつくて苦しい、痛

い、暑い、寒いといったことが避けられません。く

じけそうになる時もあるかも知れませんが、地道な

努力や我慢して耐え抜いて、身体的にも精神的にも

耐えた自信が少しずつ成長につながっていってほし

いと願うばかりです。

40 年の時が流れる山崎剣友会で、どれだけの子
供たちが今まで稽古してきたのか、どのくらいの多

くの先生方が関わってこられたことだろうかと想像

してみると、継承してる素晴らしさを感じました。

そして、これからもまた先生方の教えのもと、仲間

と一緒に切磋琢磨していってほしいです。

山剣 40周年
指導者 高橋博三

40 周年という記念すべきこの年を心から嬉しく
誇らしく思います。

思えば 68 歳になろうとしている私が山崎剣友会
に入会したのは 30 歳を 1 つ２つ回った息子が小学
2 年の時ですから、もう３５年以上のお付き合いと
いうことになります。その頃は子供たちも多く、会

員数も 60 ～ 70 名位はおったでしょうか。忠生第 7
小学校（現七国山小学校）の体育館から聞こえてく

る剣道の掛け声と竹刀を打ち合う音に誘われるよう

に、息子と共に体育館を訪れ、中で繰り広げられて

いる稽古風景を覗き見て、息子に一緒に「やってみ

ようか？」と問いかけたのが入会のきっかけになり

ました。中学・高校と剣道部に籍を置いていた私で

すが、大学では時たま稽古に顔を出す程度の幽霊部

員のような存在だったので、最初に覗き見た稽古風

景に、確か、菅野先生らしき猛者の存在を認めて、

息子が剣道を始めたいという気持ちとは裏腹に「あ

んな本格的に怖そうな猛者と相手したくないなぁ

…」というのが正直なところでした。

その菅野先生には以来、軟弱気味の私の尊敬すべ

き先輩として剣道だけでなく、様々な場面で叱咤激

励を受けながら今日までやって来ました。不思議な

ものであの最初の強烈な印象と親近感は 68 歳にな
る今も変わらないでいます。菅野先生の大きくて真

っすぐな剣風に少しでも近づこうとの思いも今日ま

で山崎剣友会に私を留めてきた理由の一つであるこ

とは否めません。

剣道を通じて剣友会のたくさんの子供たちと出会

い、その成長と熟達ぶりを喜び、また、教えられ、

西山先生を始め、古門先生、佐藤先生、草地先生、

溝渕先生に川原先生など多くの諸先生方のご努力の

上に菅野先生、清水先生、瀬ノ口先生、栗原先生等

の不断の指導に支えられて現在があり、また今の私

自身があるものと思っております。

最後に、これまで裏方で会の運営と存続に献身的

ご協力して下さった父母会の方々に心から感謝し、

年齢とともに消え入りそうな剣道への熱意を鼓舞し

て少しでも会への御恩返しが出来ればと思っており

ます。恥ずかしながら、諸先生に比してとても指導

者とは言い難い私ではありますが、今後ともよろし

くお付き合い下さいますようお願いします。



私の三十年

指導者 武田 弘

三十年前の七月、忠生第六小学校の工事に行った

折り、近くの公園の掲示板に山崎少年剣友会の会員

募集の広告が貼ってあり、「大人の人もどうぞ」と

書いてありました。後日、書いてあった連絡先の溝

渕先生宅に電話を入れ、入会させて頂きました。し

ばらくの間、何をするにも自分の居場所も解らず先

生方には大変気をつかって頂きました。

当時、子供たちが多く、七小の体育館に二列半程

ならんで整列しました。日曜日には先生方、数名が

いらっしゃいましたが、、水曜日の夜は西山先生一

人の時が多く、時に先生方が誰も来なく高校生が号

令を掛けて稽古を行ってましたが、、剣道有段者が

一人も来ない日も珍しくはありませんでした。それ

でも、小学生の年長者が号令を掛けて、先生が居る

日と同様に士気の高い稽古を、最後の礼法まで手抜

きせずに行っていた。

私が剣道二段の時、西山先生から指導者側に座る

ように指示を受けましたが、自分としては受ける側

でなく飛び掛かりたくて仕方がありませんでした。

家での素振りや会社の裏で、連日、竹刀で古タイヤ

を打ち続けているうちに、竹刀の物打ち所など解っ

てきましたが、しばらくの間、腕がシビレて大変で

した。

居合道や丈道も習いに行きましたが、なかなか、

切先に心をうばわれ続け器のこと等、とても思いや

る心境ではありませんでした。ご協力頂いている中

学校、父母会、大会設営の方々、器を設営下さる方

々のご苦労が目に入るまでには少々年数が掛かりま

した。稽古や試合における作法など、人としての影

響を受けるとは剣道入門以前の私には想像出来ませ

んでした。居合道からは基本の深さや刀を抜く前、

切り倒した後の残心等、丈道からは、さらに体捌き

を学びました。手足の動き一つでも奥の深さを感じ、

基礎研究にも戻ってしまいますが、対人の動作をハ

ズしては何にもなりませんので、刀も防具も持って、

山崎剣友会に通い続けます。

「居合道演舞」

武田弘五段

35年ぶりの玉手箱

千原真治

私の父親は、歯科医で剣道の達人であった。縁あ

って大阪PLの剣道部の創設者と成り、初代の指導者

でもありました。その環境の中、小学四年生から剣

道を始めることとなりました。以来、時は過ぎ２つ

の大学を卒業するまで、懸命に稽古に励み、数多く

の試合にも参加し、それなりの戦績を残す事が出来

た事は幸いでもありました。充実感、満足感もあり

ました。しかしながら、そこには自らの意志とは裏

腹に、本当の喜び楽しさを感じることはさほどなか

った様にも思えたものでした。それ故、剣道の良さ

を理解するまでも無く、意欲も喪失してしまい、離

れる事になりました。

その後、ゴルフ、テニス、スノボーに熱中しまし

た。遅い青春を楽しみました。あっという間に30有

余の年月がたちました。その頃、友人から剣道を始

めるよう勧めがありました。何故か素直に話を聞け

る自分が居ました。 早速、菅野先輩に相談をさせて

頂きました。山崎剣友会との出会いです。

屋根裏に上がり、防具を探し手入れして準備しま

した。不安がよぎります。身体が動くだろか？とに

かく、楽しむ心を大切にして望もう。思いもよらぬ

大変な、緊張です。先輩に、教わり山崎中学校へ。

そこには節度がある中にも、アットホームな雰囲気

の稽古の風景がありました。一度も経験したことな

い、感覚でした。試合の、結果や、強さを求められ

る環境とは大きく異なるもの。回り道したけど、大

変な、宝物を知ることが出来たかも？先輩が心血を

注ぎ、皆さんが信頼して協力され作り上げた環境。

仲間入りができて、幸せです。交剣知愛この言葉が

心地よく感じます。有り難うございます、又、宜し

くお願いします。



人生を豊かにする山崎剣友会

愚剣庵・鈴木 憲

山崎剣友会の素晴らしいところは、会員の皆さ

んがみな真摯で寛容なお人柄であることと、指導

者・子供たち・ご父母の方々三者が心を合わせ、

三位一体となって活動しているところです。

会長さん・副会長さん・監督さんら指導者の方

々は、雨の日も、風の日も、仕事で疲れている日

でも、手取り足取り・叱咤激励して子供たちに基

本や技を、心を込めて教えています。

会全体は、就学前の幼児から人生の大先輩、ご

父母の方々までが一枚岩、非常に良い人的環境を

作り出しています。指導者の方々の人徳・剣徳、

ご父母の方々の並々ならぬご尽力あってのことで

す。

山崎剣友会は、地域の子供たちを育てる師弟・

親子同行の人づくりの場であり、剣道を通してお

互いを理解し合あえる交剣知愛の場です。私は老

境の剣道愛好家ですが、生涯剣道を目標に皆さん

とお手合わせ、お付き合いをここ山崎剣友会で続

けて行きたく思っています。

剣道界は実力と実績の世界と言われますが、一

方で、例え力が衰えたとしても間と間合いや気の

やりとり、合理的な体・竹刀の操作などを研究工

夫することによって、スピード・跳躍力のある若

い人たちとも剣を交えることが可能です。若い人

・強い人には打たれますが、立派に打たれること

を目標にすれば、打たれることも心を練る稽古に

なります。

日に日に成長する子供たちからは元気を貰い、

ご父母の皆さまからは笑顔の挨拶を戴き、先生先

輩方、剣友の方々からは気持ちの良い打突を頂戴

し、稽古後はより美味しいビールを楽しむことが

できる今日この頃です。格安の年会費は生活の苦

しい私には大変有り難く、山崎剣友会のお蔭で豊

かな剣道人生を送れることに深く感謝致しており

ます。私は、山崎剣友会に何一つ貢献しておりま

せんが、次代を担う有為な子供たちが山崎剣友会

から輩出することを、心から祈念致しております。

山剣が教えてくれたこと

松本和子

私は山崎剣友会にお世話にな

って 20 年ほどになりますが、山
剣が教えてくれたことについて

お話しします。

入会当時、小学校・幼稚園児

だった三人の子供たちは既に成

人し、剣道を続けてるのは私だ

けです。今は、山剣の小学生・

中学生のみんな、長くお世話になっている先生方と

暑くても寒くても、苦しくても下手くそでも一緒に

稽古をするのがとても楽しみで、何より私の大きな

励みになっています。

蒸し暑い日、凍える寒い朝などお休みしたいなと

思う時が誰にでもあります。でも、頑張って山剣に

来て稽古した後は、不思議なくらい、すがすがしい

気持ちになれます。その小さな積み重ねが、いつの

間にか、強い心や気持ち・身体を作っていくと思い

ます。

一生懸命努力していると、それまで見えなかった

瞬間・わからなかった技が見えたり、気がつくよう

になり、やがて必ず出来るようになってきます。意

識して続けて努力することはとても地味なことだけ

れど、剣道だけでなく、勉強や仕事、家庭、また心

の持ちようでも同じだと思います。

そして、山崎剣友会には、山剣ならではの「縦の

つながり」と「温かさ」があります。この〈山剣カ

ラー〉は小学生・中学生、高校生、大人、そして先

生方を通してとても仲が良いことです。田植え体験

ができるのもおそらく山剣だけでしょう。お当番や

役員のお母さん達は、伝統的に皆さん一生懸命応援

してくださいますし、卒業生が来たときは、とても

カッコ良くて嬉しい気持ちになります。そして、私

自身がそうでしたが、時間が空いてもまた、稽古に

戻れる温かい雰囲気が山剣にはあると感じてます。

これはとてもすごいことだと思います。

山剣 40 周年、大切なことを教えてくれる山崎剣
友会に、私は感謝の気持ちでいっぱいです。これか

らも、どうぞよろしくお願いします。



山崎剣友会剣 40周年
菅野公成

山崎剣友会には、記憶が正しければ、小学2年の時

に入会し、引越しなどで退会はしてしまいましたが、社

会人になって8年前に再入会しました。月日が経つのは

早いもので、40年⁉ って凄い事だと思います。

これから先も50年60年、それ以上続けられる様に会を盛り上

げて行ければ良いと感じています。

祝！山崎剣友会４０周年

中川 総

この度の山崎剣友会発足４０周年、誠におめでと

うございます！

私事ですが、山崎剣友会には平成２３年の４月よ

り正式に所属させて頂き、現在までお世話になって

おります。こちらに入会する前は、家族で唯一剣道

をやっていた長男をダシに使い、他の道場でそれな

りに稽古に通えていたのですが、長男が中学卒業を

期に剣道をやめてしまって、それ以降、我が家で剣

道は『私一人の道楽』扱いとなってしまいました

（爆）。

同時期、次男が山崎小学校にある学童野球チーム

に所属し、そのお手伝いなどで稽古から完全に遠ざ

かっていた時に『学童野球チームに顔を出しながら

稽古に行ける距離で、しかも会費が格安！』と言う、

私にとって渡りに舟の存在が山崎剣友会でした。

顧問の西山先生、菅野会長をはじめとする指導者の

先生方は本当に気さくでフレンドリーな方が多く、

部外者の私を快く迎えて下さいました。

あれから５年間在籍させて頂いていますが、諸事

情により、たまにしか稽古に顔を出せずに申し訳な

く思っています。稽古に行けた際は、私が諸先輩よ

り剣道を通じて教えて頂いた沢山の「剣道続けてい

て良かったなぁ」と思う点を少しでも、若い子供達

に剣を交えて伝えていけたらなぁと思います。

どうぞ、これからも宜しくお願い致します。



山崎剣友会４０周年

永井志朗

40 年という長い伝統を持つ山崎剣友会で稽古出来
る事はとても光栄な事だと感じます。基本を大事に

した稽古だけでなく『田植え』や『お汁粉会』等の

イベントでの仲の良く居心地の良い雰囲気に稽古の

日が待ちどうしくなります。

節目の記念大会での先生方の居合いや空手の形の

演舞等、剣道だけでなく色々な取り組みを見て積み

重ねられた伝統を感じる事が出来ました。試合では

普段の地稽古では味わえない緊張感を感じ、とても

充実した時間を過ごす事が出来ました。子供達の試

合も普段以上の力を精一杯発揮している姿に感動さ

せられました。

あまり積極的にではなく中学の部活から始めた剣

道ですが気づけば約 20 年もの年月が流れていまし
た。社会人になり一度竹刀を握ることを止め防具を

押入れの奥にしまっていましたが山崎剣友会に出会

い、また剣道を始める事が出来て先生方や子供達に

はとても感謝しています。

後悔先に立たずといいますが、剣道を再開して一番

思うことは学生の頃の基本稽古の大切さです。今、

子供達の元立ちに立つ時は如何にしてこの事を分か

ってもらうかという事を考えながら受けていますが

なかなか難しい所です。

今後の目標は自分自身の上達も有りますが、それ

以上に 6年生から剣道を始めた息子の成長を見守っ
ていきたいと思います。

これからも西山先生を始め山崎剣友会の方々と一緒

に剣道を続けていける事に感謝し怪我の無いように

稽古をしていきたいと思います

中年おやじ、３５年ぶりの挑戦

小澤 実

「小澤さん。最近何かスッキリしていますよね」

職場の同僚が言った。

「そうか？」

僕は今までスッキリしていなかったのか―。と思

いつつ、心当たりはあるんだけどね。と心の中でつ

ぶやいてみる。

声がかれるぐらい大声を出し、体のどこからあれ

だけの水分が出てくるのかというぐらい汗をかく。

眠っていた体中の細胞が呼吸をしだすような感覚。

とても気持ちがいい。日頃の生活の毒がすべて吐き

出される。スッキリしないほうがおかしい。

昨年１２月から山崎剣友会に参加させていただい

ている。４月にようやく本会員になった。実に３５

年ぶりの剣道だ。最後に竹刀を持ったのは中学３年

生１５歳の時。中学（忠生中学校）で剣道部に所属

し、３年間、汗をかいた。それ以来、剣道の「け」

の字も頭に浮かばい生活を続けた。気が付けば、昨

年１０月に５０歳になった。

「武道がしたい。」誕生日が迫るころに、なぜか

思い立った。

「やっぱり、剣道かな」多少経験があったことが

背中を押した。

「よし！剣道をやろう」

それから道場を探し始め、山崎剣友会とめぐり合

った。見学した日は１１月２２日。翌週が創立４０

周年の記念行事があるとのことで、結構な大人数が

練習に励んでいた。みんないい表情をしていて、い

い動きをしていた。練習終了後、栗原先生に、「昔

を思い出すでしょ」と言われた。図星。わくわくし

ていた。

山崎剣友会に通い始めて半年。体力の衰えを感じ

る日々。面打ち切り返しの基本練習をすれば、すぐ

に息が上がる。いっぱしの剣道ができる体には到底

至っていない。でも、気持ちがいい。練習後は爽快

だ。先日、胴打ちを教わった。元々胴打ちは苦手の

技だった。「なるほど」と思った。繰り返し練習し、

早く自分のものにしたい。もう５０歳。されど、ま

だ５０歳。いろんな技を覚えるのも楽しみだ。今年

はまず１級を取り、できれば初段に挑戦したい。



山崎剣友会と私

前田陽平

私が剣道を始めたのは、今から二十七年前の小学

一年生の時でした。始めた理由は、自分から剣道を

したいと言った訳ではなく、落ち着きがなかったた

めに、親に勧められたことでした。

当時の私は整列中もじっと座っていられず、集中

力がなく、しょっちゅう叱られる子でした。

そんな私も、試合で一本を取れるようになり、試

合でも勝てるようになり、次第に剣道の楽しさを知

り、どんどん剣道が好きになっていきました。

中学、高校、専門学校に入ると次第に忙しくなり

稽古に行かなくなりました。その後、社会人になっ

たとき、ストレスを発散したくて、また「剣道に行

きたい」と思うようになりました。

実際に再開してみると週 1回剣道で汗を流すこと
がとても気持ちよく、また子供たちの姿を自分の幼

少時代に重ね合わせ、当時の先生方がしてくれたこ

とを子供達にしてあげたいと思うようになりまし

た。

剣道を始めて二十七年、今思えば剣道で「礼法」

や「忍耐」をはじめ、多くのことを学びました。剣

道をやってなかったらどんな人間になっていただろ

うと思います。

今の小中学生が『山崎剣友会に入って良かった』、

『剣道をして良かった』と思えるよう私自身も努力

していきたいと思います。

山崎剣友会の歩み

1.創立および周年行事

1976年 山崎少年剣友会として発足

1985年 創立 10周年行事
1991年 創立 15周年行事
1996年 創立 20周年行事
2005年 創立 30周年行事
2015年 創立 40周年行事

２．山崎剣友会歴代会長

初代 溝渕忠志（1976年～）

二代 西山健太郎

三代 古門裕康

四代 川原孝人（1997年～）

五代 菅野和治（2005年～）

３．会員数の変化

年度 小中学生 高校生 一般 指導者 合計

1976 資料なし

1989 48 12 9 8 77
1994 31 7 4 10 52
1999 19 7 15 8 49
2004 14 6 20 9 49
2009 14 7 18 9 48
2014 11 1 19 7 38
2016 15 0 12 7 34




